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れる f吉井i異物志J が呉 (222年~280年〉のものであるから、パノレティア


















































G r倶舎議j(世親 (Vasubandhu)作、 5世紀成立説が有力〉












1 rタットヴァサング、ラハ(Tattvasangraha)JI (Santaral王寺ita作、 Kama-
lasila註、 8i!t紀成立〉第 24章、第2447倍、
na hi matrvivahadau dosah kascid apik$yate / parasikadibhir dhurtais 



























( 3 ) 











































































































































は原文かどうか意見がわかれる。 33) いずれにせよ③の f蔚捜域」は実際の
どの都市を指すのか不明で、『委主書iの安恵、国の実惑を明らかにする手がか


























に見られる (本章 l参照)。しかも f貌略j以降の新しい知見や北貌時代









性が指摘されている。 36) 一方『毘書j異域伝⑦様韓国の条に誌 f子関・安
息等大小二十余国皆役属之。」というょっに二国は確実に含まれている。こ
れ辻 6世紀の突萩勃興以前のエフタノレの領域を示したものである。この記







で、私もこれに従いたい。その場合、 dの安恵、は a. b. cのとは別のも

















怪密匿の名で初めてブハラの記事が現れる。安息の記述 (a. b . c) と怪
密冨の記述を見るかぎり、両者は混同きれず、また跨唐時代のように当時
のブノ¥ラと過去の安息国を結びつける叙述はまったく見当らない。



















































































① 3 i!t*己から 6世紀中頃までの史料の中で、過去のパルティア帝国の記
po 
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鵠族菰末建国輔相之子。 有人伝i比意云、 自天竺東従大唐西、 在二百余国。
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